
流鉄交流始発拠点
地域の魅力を市民が発信する駅

01. コンセプト
千葉県流山市流山地区は、市名の由来となった丘や１００年以

上続く老舗、また新選組隊士として高名な近藤勇の陣屋跡等が

残る歴史ある町である。同地には大正期以来、流鉄流山線という

ローカル線が走り続け、多くの住民や来訪者に利用されてきた。

しかし近年では、つくばエクスプレス線の開業により流山おお

たかの森駅周辺の都市開発が進み、同駅前に大型商業施設や市

役所出張所等が建設されたことから、流山地区の来訪者や流鉄

流山線利用者は減少し、若者による認知度も年々減少している。

そこで本計画では、流鉄流山駅を中心として、地域住民や来訪者

が日常的に利用でき、地域のコミュニティの場となると共に、同

鉄道や地域の魅力を間近で感じられる場を計画する。また、現在

街おこしを行っている活動団体『machimin』の拠点と合わせて計

画することで、歴史あるローカル線を背景に様々なイベントが

開催できる施設とする。このことにより,寂れつつあるこの町に

新たな賑わいと街づくりの気運が醸成されることを期待する。
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machimin の目標

駅前 machimin 作業場の外観

町でコンサートをしたい歌手

みりん菓子を開発したり、市民を講

師として招き体験教室を開いたり

している。駅前の拠点だけでイベン

トを行うのではなく、町を利用した

イベントも行う。地元の人だけや行

政だけ、企業だけでできないことを

machiminが間に入りお互いをつな

げることで解決に導く「壁を壊し

て、輪を創る」を目標に掲げている。

歌手を探している音楽家

machimin が間に入りお互いをつなげる

また、行う場所も提案する

イベントを行う

〈駅の魅力〉

〈machimin の活動〉

〈machimin〉の活動拠点を取り入れる

〈都市開発の特徴〉

町の歴史と新しさを感じながら市民が主体となって賑わいを生む場になる

流鉄流山線流山駅を中心として、地域

住民や来訪者が日常的に利用でき、地

域のコミュニティの場となると共に、

同鉄道や流山市内で進んでいる都市

化の特徴を取り入れた古い地域と新

しい地域の魅力を間近で感じられる

場を計画する。また計画地から生まれ

る賑わいが町中に広がり、社会に発信

できる場を提案する。

カラフルな電車や検車庫を身近に感じる
場・建物に囲われた走行中の風景

緑豊かな森の街を目指す流山市の植栽

体験教室やパフォーマンスなど様々なイベントを開催する
体験教室 パフォーマンス

02. 千葉県流山市について

05. 本計画について04.machimin について

03．本計画地について

千葉県の北東部に位置する流山市

は人口204,485人(令和3年11月時

点)を持つ。2005年のつくばエクス

プレス線開通により都心へのアク

セスが良くなったことや流山おお

たかの森駅周辺の都市開発により

住みやすくなったことで年々人口

が増え続けている。この駅周辺の開

発は今も進み続けており、令和5年

に計画が終わる予定である。

流山おおたかの森駅

流山おおたかの森駅周辺の様子 流山本町の町並み 現状の計画地を左手に見た様子（左）と流山駅の様子（右）

流山市地図

本計画地は流山本町にあり、100年以上の歴史をもつ『流鉄流

山線・流山駅』。この町には『白みりん発祥の地』や『新選組近

藤勇と土方歳三の別れの地』など数多くの歴史をもつ。水運

の中心地だったことから現在の茨城県と埼玉県の一部を含

んだ葛飾県の県庁が置かれるほど賑わいを見せていた。明治

に入り県名が千葉県になり、県庁の跡地に現在市の役所が建

つ。しかし、この町の人口は減少し空き家が増加している。ま

た高齢化が進んでいるため、寂れつつある町になっている。

流山駅

machimin 拠点

流山市に住む小・中・高生や
来訪者が気軽に訪れる街

〈若者・来訪者〉

流山市・駅の魅力や特徴を取り入れながら

建物と建物の間を走行する流鉄流山線
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〈都市開発の特徴〉

〈machimin の活動〉

06-2. 流山本町の緑の始発地点

町でイベントを

行いたい人が

machimin に訪れ 話をする

machimin が所有する敷地

等でイベントが行われる

イベント参加者

イベント参加者

別の日

帰宅

・現状のイベント主催者・参加者の流れ

本計画後のイベント主催者・参加者の流れ

町でイベントを

行いたい人が

machimin に訪れ 話をする 同地で休憩

イベント参加者

イベント主催者も

参加できる

開催するイベントの数を繰り返すことができる

本計画地で同日に複数

のイベントが行われる

別のイベントに

参加できる

町に教室をもつた

めの準備ができる

駅プラットフォームの様子 /住宅規模の建物が実際に走行する町並みを連想させる。

駅ならではのイベント①『検車庫見学』

〈若者・来訪者〉

普段は散歩や買い物の休憩に立ち寄れ
る場所だが町のイベントや市民が開く
教室などにも使うことができる。

この町に住む職人だけでなく、住人
でクラフトが好きな人が作る作品も
展示し、購入することができる。

駅の魅力の一つである検車庫とカラ
フルな電車を背景にパフォーマンス
を行うことができる。

教室等を長期でやってみたいと思う
人が使える場所。誰もが使え、新た
なきっかけを生む場となる。

50 年前の形に改修し、過去の雰
囲気を取り戻しつつ、新たな町並
みにも溶け込む駅舎にする。

普段は電車のドアを閉めているが、流鉄
流山線がイベントを行うときなどにドア
を開き自由に電車を見ることができ、よ
り近くで検車庫を見ることができる。

配置兼一階平面図　　S=1:300

検車庫

鉄道ミュージアム

多目的室

駐輪場

多目的室

カフェ

駅プラットフォーム 特産品販売エリア 倉庫

待合室 多目的室

レンタルスペース
駅ステージ

交流の場

駅員職場

トイレ

給湯室

資料室 改札

100 年以上の歴史や使われなくなった線
路と電車の部品などを展示できる場所を
つくり、流鉄流山線を知らない若者を中
心に興味をもつきっかけになる。

06-1. 驛の魅力を間近で感じられる場の始発点

駅に停まっている電車

を検車庫横に停める。

延線計画で作られた、今

は使われていない線路

プラットフォーム

路線周辺の街並みのような配置にし、建物の間

から電車や検車庫を近くで見ることができる。

検車庫
同駅には交換待ちをする電車が1台停まっており、この交換

は１日に２回程しかなく駅の外からも停まっている様子を

見ることができるが横しか見えず、もったいなさを感じる。

そこで計画する建物の背景となり電車に乗らなくても近く

で見ることができるプラットフォームを新たに造る。

〈駅の魅力〉

本計画地を中心に植栽が

住宅やスーパー、マンションに広がり

町に新たな緑の連鎖が生まれる

本計画地のある地区は流山おおたかの森駅のように公共

の場に緑を植えることが難しい。また、市野谷の森のよう

な自然保護区が近くにはないためスタート地点もない。そ

こでスタート地点となる規模の大きい敷地から住宅など

の規模の小さい敷地へと続く植物の連鎖を提案する。

06-3.machimin、市民の活動を広める始発点
machimin拠点は流山市内に４つあり、市内でイベントを行

いたい人や企業が相談しに流山駅の拠点に訪れる。イベン

トは同時に開催していても各場所が離れているため管理

上１つしか参加できない。そこで、本計画地に教室やイベ

ントが行えるスペースを複数つくり、一箇所でイベントを

楽しみ、待ち時間も同敷地でくつろげる場を提供する。
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レンタルスペース
カフェ machimin活動拠点 鉄道模型展示エリア

テラス

町並みを見れるだけでなく、川沿いの

花火大会もここから見ることができる。

イメージした風景から構造になる変化過程

イメージしたローカル線の風景か

ら構造を考え、流山市が目標に掲げ

ている『都心に一番近い森の街』に

溶け込む造りになると考える。

門型フレームをくっつける 木と屋根をフレームまで伸ばす

横

完成

この構造が駅にふさわしい形と敷

地内に植える植栽との繋がりをも

たせる。魅力ある駅舎と検車庫そし

て敷地内の建物も魅力のあるもの

にすることで、この敷地だからこそ

見ることができる構造を提案する。

特産品販売エリア

倉庫
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イベントを行いたい企業や人だけでな

く、会話や休憩しにくる人も集まる。
二階平面図　　S=1:300

西側立面図　　S=1:300

駅舎

交流の場

検車庫

レンタルスペース

駐輪場
広場

駅ステージ

A-A’断面図　　S=1:300

駅舎

交流スペース

鉄道模型展示エリア

07. 植栽植え方 08. 構造の考え方

レンタルスペース

検車庫

広場

流山市独自の植栽の植え方として

『ソデモリ』という考え方がある。

これは流山市にある自然保護区に存

在する植物を使い街中に小さな森を

作り緑のネットワークを更に強く結

びつけるものを言う。

一種類の植物を植えるのではなく、

何種類もの植物を組み合わせて造

る。建物と道路の間や高架の脚柱周

り等の隙間部分に植えることがで

き、これらは鳥や虫の住みかになっ

ていることもある。

均一で単調な並び
高低差がありバラ

バラな並び

外来種の樹木

・グリーンエメラルド

・キンモクセイ

・イチョウ

地域性のある樹木

・ムラサキシキブ

・コアジサイ

・コナラ

敷地内の小さな森

イメージした風景を 立面でスケッチ

架構概念図
駅ならではのイベント②『車掌体験』

改修した駅舎 /100 年以上の歴史にふさわしい姿を取り戻す。

　machimin 活動拠点 /イベントを行いたい人と
　　　　　　　　　　　市民の交流が生まれる。

架構が小さな森をつなぐ

 120×120mmの角材を主に利用し、住宅
で使用される流通材のみで構成する。

小さな森 小さな森

架構



09. 流山本町の未来

飲食店

各断面図　　S=1:200

検車庫
待合室 倉庫

改札口

B-B’断面図

交流スペース

C-C’断面図D-D’断面図E-E’断面図

鉄道ミュージアム

I-I’断面図 H-H’断面図

多目的室

レンタルスペース

カフェ

カフェ

G-G’断面図

検車庫 検車庫
特産品

販売エリア

machimin活動拠点

F-F’断面図

計画地 将来

計画地を起点に町に緑が広がる

本計画を行うことで、この町に教

室を開いたり、個人経営のお店が

開いたりと、増え続けている空き

家が徐々に減る。これと同時に空

き家を改修しながら緑を植え、森

の街を目指す。この社会を回す循

環と連鎖が流山本町の賑わいとま

ちづくりの気運が醸成される。

①machimin にサポートして
もらいながら体験的に行う

③主催者がこの町の空き家を
拠点にする

④教室やイベントがこの町に
あふれる

②レンタルスペースを利用し、長
期の教室を開き、認知度を上げる。

運動系教室 ものづくり教室 作品販売店


